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市内バスネットワーク維持に向けた取組みについて 

1. 前回協議会以降の各路線の動き  

1.1 ひかりが丘住宅線及び生駒ニュータウン線 

・ 第８回三者協議（９月２４日開催予定）＠生駒市図書会館 

⇒８月２９日の開催を予定していたが、台風のため延期。 

 

1.2 北田原線 

・ 第３回三者協議（８月２１日）＠南田原町集会所 

【地域の参加者】１８名（対象自治会：北田原町、南田原町、星和台） 

【内容】地域主体の利用促進策を自治会ごとにグループワークにて検討し、どの自治会も 

      「地域の外へ魅力を伝える」ことをテーマに取り組むことが決まった。 

次回は地域の観光ルートやマップ作りなど、具体的な取組み内容を検討する。 

【当日資料】北田原線 第３回三者協議ニュース 

 

1.3 富雄庄田線 

・ 利便増進計画の策定に向け、第１回分科会を開催。【詳細は、１ 報告案件（４）にて説明】 

 

2. 利用促進の取組報告 

2.1 生駒北小学校でのバス利用啓発授業【７月５日（金）、９日（火）】 

 

・ 市内で一番の赤字路線である「富雄庄田線」の沿線にある生駒北小学校の４年生（計２９名）

を対象にバス利用啓発授業を実施。 

【実施概要】①７月５日（金）１３時５０分～１５時３０分 ＠奈良交通(株)北大和営業所 

・生駒北小学校⇔北大和営業所間、貸切バス送迎 

・運転手の仕事について（乗務前点呼、日常点検、洗車体験など） 

・バスの乗り方、安全教室（ICカードを使った乗降体験など） 

・運転者への質問コーナー 

 

②７月９日（火）１３時５０分～１４時３５分 ＠生駒北小学校（座学） 

北大和営業所での授業の様子 
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・【講師：市・奈良交通(株)】①バスは日常生活に必要な大切な移動手段 

②富雄庄田線の説明及び危機的な状況 

③お客さんが減ったらどうなるの？ 

④一人一人のバス利用がバス路線存続につながる 

⑤一緒に富雄庄田線を盛り上げていこう 

 

・ 授業終了後のアンケートでは、「授業がとても勉強になった」という生徒が 82.6％、「勉強に

なった」という生徒が 17.4％（計１００％）で、「授業を受けてバスに乗ってみようと思いました

か」という質問に、「とても思う」が７７．３％、「思う」が２２．７％（計１００％）と、小学生にバスへ

の関心を持ってもらう良いきっかけ作りとなったことが確認できた。 

 

2.2 「バスに乗ろう ポスターコンクール作品」を利用した利用啓発【８月１日（木）～】 

 

・昨年実施した「バスに乗ろう ポ

スターコンクール」作品を利用した、

バス利用を呼びかけるポスターを

作成し、８月１日から市内全自治会

の掲示板へ掲出。 

・ポスター中央の作品を差し替え、

今後順次応募作品を使用した市

民へのバス利用啓発を実施予定。 
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2.3 公共交通まつり２０２４【８月３日（土）】 

 

・ 奈良交通(株)、近畿日本鉄道(株)、市の共催で８月３日（土）の「いこまどんどこまつり」に合

わせて、生駒駅北口ロータリーにて開催。前年に続き、２回目の開催（今年度は近畿日本鉄

道(株)も参加）で、当日はバス運賃１００円ＤＡＹ設定日とした。 

【結 果】参加者数：約 2,300人（前年約 900人） 

【主な内容】・バス運転手なりきり記念撮影会（ボンネットバス展示） 

・バスグッズ販売会（ボンネットバストミカ販売など） 

・こども制服撮影会（観光特急しまかぜフォトパネル展示） 

・鉄道グッズ販売会（しまかぜメタルキーホルダーなど） 

・ 会場では来場者に対するアンケート調査も実施し、前年と比較して公共交通利用意識の向

上が明確となった。 

本年アンケート（会場への交通手段） 前年アンケート（会場への交通手段） 

電車      ：35.3％【＋9.0％】 

路線バス   ：24.5％【＋9.3％】 

自家用車・バイク：23.5％【▲13.4％】 

電車      ：26.3％ 

路線バス   ：15.2％ 

自家用車・バイク：36.9％ 

 

2.4 バス運賃 100円 DAY【８月３日（土）】 

 

 

・ ８月３日（土）に「いこまどんどこまつり」、上述の「いこま公共交通まつり２０２４」と合わせてバ

ス運賃１００円ＤＡＹを開催。市内各路線の利用状況は次のとおりとなった。 

  

バス運転手なりきり記念撮影会 鉄道グッズ販売会・こども制服撮影会 
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①ひかりが丘住宅線・生駒ニュータウン線 

 ⇒ 利用者数：2,483人/日【対通常日：＋89.8％、対前年：＋23.0％】 

②北田原線 

 ⇒ 利用者数：733人/日【対通常日：＋64.9％、対前年：＋7.2％】 

③富雄庄田線 

 ⇒ 利用者数：399人/日【対通常日：＋13.0％、対前年：▲19.3％】 

④路線計（①～③の合計） 

 ⇒ 利用者数：3,606人/日【対通常日：＋71.9％、対前年：＋13.2％】 

 

※対通常日：バス運賃１００円ＤＡＹ開催日以外の土曜日（2024/2/17、6/8）との比較 

対前年：昨年のどんどこまつり当日＆１００円ＤＡＹ開催日（2023/8/5）との比較 

 

2.5 バスで周遊！ いこまスタンプラリー【８月１日（木）～１５日（木）】 

 

・ ８月１日（木）～１５日（木）まで、路線バスを利用して生駒市内の観光スポットやお店をめぐり

ながらスタンプを集めて、オリジナルの景品カードを入手できる「バスで周遊！ いこまスタン

プラリー」を開催。参加者には公共交通に関するアンケートに回答いただいた上で、景品交換

を行った。（景品交換は８月３０日（金）まで実施） 

・ スタンプラリーの参加者数は 155人となった。（前年は 272人） 

参加者に対して実施したアンケートの結果は以下のとおり。 

・参加者のうち、バス運賃１００円 DAYを利用した人の割合 55.0％ 

スタンプラリー台紙 

今年新たに作成した景品カード➀ 

今年新たに作成した景品カード② 
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 そのうち、バス運賃１００円 DAYではなかったら、その日バスを利用しなかった人の割合 

 60.6% 

・イベントに参加することでバスが身近になった人の割合 80.0% 

・参加者が主に立ち寄ったスタンプポイントなど 

 生駒駅（90.0％）、鳥居前駅（78.3％）、生駒市図書会館（73.3％）、 

 高山竹林園（66.7％）、花のまちづくりセンターふろーらむ（65.0％） 

・参加者の主な年齢層 

 ４０代（28.3％）、５０代（18.3％）、10代（16.7％）、３０代・１０歳未満（11.7％） 

 

 

3. 今後の利用促進の取組みについて 

3.1 秋のバス運賃 100円 DAY【１０月１２日（土）、１１月１０日（日）】 

 

・１０月１２日（土）、１１月１０日（日）

に市内イベントに合わせてバス運

賃１００円ＤＡＹを開催予定。 

・１０月１２日（土）は「第６回地域共

生社会推進全国サミット in いこま」

（１０月１１日、１２日の２日間開催）

及び「高山 竹あかり」の開催日。 

・１１月１０日（日）は農業祭（＠北コ

ミュニティセンターISTA はばたき。

１１月９日、１０日の２日間開催）の

開催日。 

・８月１５日に市ＨＰで周知開始。９

月の自治会回覧（イベントちらし）、

広報誌「いこまち」にて告知を実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベントちらし 
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3.2 バスで周遊！秋のいこまスタンプラリー【１０月１日（火）～１１月１０日（日）予定】 

・ 秋のバス運賃１００円 DAYに合わせて、秋にも夏と同様のスタンプラリーイベントを開催。 

 

3.3 バスロゲイニングイベント【２月頃開催で調整中】 

・ ２月頃開催に向け、関係者と調整中。 

 

4. 令和 5年度路線バス収支状況について 

奈良交通(株)様から説明 

 


